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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
怖
い
占
い
、
そ
の
後
に

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
９
８
８
Ａ

【
作
者
名
】

　
ユ
ー
リ

【
あ
ら
す
じ
】

　
特
別
編
単
行
本
２
３
巻
『
的
中
占
い
師
の
謎
』
の
そ
の
後
の
お
話
。
哀
は
占

い
師
に
言
わ
れ
た
事
を
気
に
し
て
し
ま
う
。
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ど
う
し
て
？

な
ぜ
な
の
？

不
安
が
な
く
な
ら
な
い
。

私
、
灰
原
哀
は
、
あ
の
時
占
い
師
に
言
わ
れ
た
『
や
が
て
海
の
向
こ
う
か
ら
災

い
が
や
っ
て
来
る
。
気
を
つ
け
な
さ
い
』
の
言
葉
が
妙
に
頭
に
引
っ
か
か
っ
て

い
た
。

ど
う
し
て
こ
ん
な
事
気
に
し
て
る
の
？

あ
の
占
い
師
は
イ
ン
チ
キ
だ
っ
て
わ
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
。

そ
れ
に
、
そ
の
後
占
い
師
殺
人
事
件
の
犯
人
に
襲
わ
れ
た
け
ど
、
工
藤
君
が
助

け
て
く
れ
た
し
、
『
オ
マ
エ
は
死
な
せ
な
い
』
っ
て
言
っ
て
く
れ
た
じ
ゃ
な
い
・

・
・

な
の
に
、
ど
う
し
て
不
安
が
な
く
な
ら
な
い
の
・
・
・
？

コ
ナ
ン
「
ま
だ
あ
の
占
い
師
の
言
っ
た
事
気
に
し
て
ん
の
か
、
灰
原
？
」

哀
「
そ
、
そ
れ
は
・
・
・
」

コ
ナ
ン
「
心
配
す
る
な
っ
て
、
ヤ
バ
く
な
っ
た
ら
オ
レ
が
守
っ
て
や
っ
か
ら
よ
。

」哀
「
あ
り
が
と
・
・
・
」

そ
う
、
彼
の
こ
の
言
葉
が
、
私
に
と
っ
て
は
大
い
に
救
い
の
言
葉
と
な
っ
て
い

る
。

工
藤
君
は
ま
さ
に
、
か
弱
い
お
姫
様
を
守
っ
て
く
れ
る
や
さ
し
い
ナ
イ
ト
。

今
日
ぐ
ら
い
あ
な
た
に
甘
え
て
も
、
バ
チ
は
当
た
ら
な
い
よ
ね
？

哀
「
ね
え
、
工
藤
君
。
」

コ
ナ
ン
「
な
ん
だ
？
」

哀
「
夕
食
の
買
い
物
に
つ
き
合
っ
て
く
れ
な
い
？
」

コ
ナ
ン
「
あ
あ
、
い
い
よ
。
」

哀
「
あ
り
が
と
。
」

コ
ナ
ン
「
じ
ゃ
、
行
く
か
。
」
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そ
う
言
う
と
、
工
藤
君
は
私
の
手
を
キ
ュ
ッ
と
握
っ
た
。

哀
「
／
／
／
／
／
あ
・
・
・
／
／
／
／
／
」

コ
ナ
ン
「
灰
原
、
行
く
ぞ
。
」

私
は
彼
に
引
っ
張
ら
れ
る
ま
ま
、
デ
パ
ー
ト
に
走
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
時
、
私
達
の
事
を
監
視
す
る
怪
し
い
人
影
が
い
た
事
に
、
私
は
気
が
つ
い

て
い
な
か
っ
た
。

米
花
デ
パ
ー
ト

米
花
デ
パ
ー
ト
の
食
品
売
場
で
、
工
藤
君
は
手
際
よ
く
商
品
を
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

カ
ー
ト
に
放
り
込
ん
で
い
た
。

私
は
下
を
向
い
た
ま
ま
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
ト
を
押
し
て
い
る
。

コ
ナ
ン
「
ど
う
し
た
ん
だ
よ
、
灰
原
？
」

哀
「
あ
、
い
や
、
そ
の
・
・
・
」

園
子
「
お
や
お
や
ぁ
？
コ
ナ
ン
君
と
哀
ち
ゃ
ん
じ
ゃ
な
い
！
」

コ
ナ
ン
「
そ
、
園
子
姉
ち
ゃ
ん
・
・
・
」

園
子
「
カ
ワ
イ
イ
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
連
れ
て
夕
食
の
買
い
出
し
だ
な
ん
て
、
コ

ナ
ン
君
も
隅
に
置
け
な
い
ね
ー
！
」

コ
ナ
ン
「
ち
、
ち
が
う
よ
園
子
姉
ち
ゃ
ん
！
何
言
っ
て
ん
だ
よ
！
」

工
藤
君
は
必
死
に
弁
明
し
て
い
る
。

そ
の
横
で
、
私
の
顔
は
ど
ん
ど
ん
赤
く
な
っ
て
い
た
。

ま
さ
に
、
ユ
デ
ダ
コ
。

園
子
「
隠
さ
な
く
て
い
い
っ
て
！
歩
美
ち
ゃ
ん
達
が
、
２
人
は
ラ
ブ
ラ
ブ
だ
っ

て
言
っ
て
た
も
の
！
」

コ
ナ
ン
「
な
・
・
・
」

哀
「
／
／
／
／
／
・
・
・
／
／
／
／
／
」

私
も
工
藤
君
も
、
も
う
す
で
に
顔
が
真
っ
赤
っ
か
だ
。
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園
子
「
じ
ゃ
あ
ね
！
コ
ナ
ン
君
、
哀
ち
ゃ
ん
！
」

そ
う
言
う
と
、
園
子
は
タ
タ
タ
と
走
っ
て
い
っ
た
。

コ
ナ
ン
「
た
く
、
園
子
の
ヤ
ツ
は
・
・
・
」

哀
「
う
ん
・
・
・
恥
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、
な
ん
だ
か
う
れ
し
い
わ
・
・
・
」

コ
ナ
ン
「
え
？
」

哀
「
私
と
工
藤
君
を
、
恋
人
同
士
に
見
て
く
れ
る
人
が
い
た
な
ん
て
ね
・
・
・
」

コ
ナ
ン
「
灰
原
・
・
・
」

哀
「
工
藤
君
・
・
・
今
日
の
夜
ね
、
博
士
学
会
で
遅
い
の
・
・
・
１
人
じ
ゃ
不

安
だ
か
ら
、
泊
ま
っ
て
っ
て
く
れ
な
い
？
」

コ
ナ
ン
「
あ
あ
、
い
い
け
ど
・
・
・
」

哀
「
や
っ
た
ぁ
！
」

工
藤
君
は
、
私
が
普
段
み
ん
な
に
見
せ
な
い
笑
顔
を
し
た
の
で
、
と
ま
ど
っ
て

い
る
。

だ
っ
て
、
う
れ
し
い
ん
だ
も
ん
。

工
藤
君
が
泊
ま
っ
て
い
っ
て
く
れ
る
事
が
・
・
・

で
も
、
ど
う
し
て
不
安
な
の
だ
ろ
う
？

そ
う
私
は
思
っ
て
い
た
。

私
と
工
藤
君
は
買
い
物
を
終
え
、
帰
路
に
つ
い
た
。

帰
り
道
、
ま
た
後
ろ
に
誰
か
の
視
線
を
感
じ
た
。

阿
笠
邸

私
と
工
藤
君
は
阿
笠
邸
に
着
き
、
中
に
入
っ
た
。

工
藤
君
は
、
彼
の
家
か
ら
持
っ
て
来
た
推
理
小
説
を
リ
ビ
ン
グ
の
ソ
フ
ァ
ー
で

読
ん
で
い
る
。

彼
が
読
ん
で
い
る
の
は
、
私
も
た
ま
に
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
、
ア
ガ
サ
・

ク
リ
ス
テ
ィ
の
『
そ
し
て
誰
も
い
な
く
な
っ
た
』
だ
。

と
て
も
ハ
ラ
ハ
ラ
す
る
展
開
で
、
私
は
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
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私
は
、
彼
の
推
理
オ
タ
ク
ぶ
り
に
影
響
さ
れ
て
い
る
事
に
気
づ
い
て
、
ク
ス
ッ

と
笑
っ
た
。

哀
「
工
藤
君
、
そ
こ
で
待
っ
て
て
。
今
か
ら
晩
ご
は
ん
作
る
か
ら
。
」

私
は
キ
ッ
チ
ン
に
入
り
、
晩
ご
は
ん
の
準
備
を
始
め
る
。

今
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
だ
。

私
は
材
料
を
ま
な
板
に
置
き
、
包
丁
を
出
し
た
。

ま
ず
は
タ
マ
ネ
ギ
か
ら
切
り
始
め
る
。

ザ
ク
ッ
。

包
丁
を
タ
マ
ネ
ギ
に
入
れ
た
。

哀
「
染
み
る
・
・
・
」

私
は
タ
マ
ネ
ギ
の
汁
が
目
に
染
み
て
、
涙
が
出
た
。

私
は
タ
マ
ネ
ギ
の
汁
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
お
肉
、
な
ん
と
か
す
べ
て
の
材
料
を
切
り
終
え
た
。

鍋
に
材
料
を
放
り
込
ん
で
、
そ
れ
か
ら
カ
レ
ー
の
ル
ー
を
入
れ
て
か
き
混
ぜ
る
。

フ
タ
を
閉
め
、
カ
レ
ー
が
で
き
あ
が
る
ま
で
の
間
、
私
は
タ
マ
ゴ
サ
ラ
ダ
を
作

る
。

３
０
分
後
、
カ
レ
ー
が
完
成
し
た
。

哀
「
工
藤
君
、
ご
は
ん
で
き
た
わ
よ
。
」

コ
ナ
ン
「
あ
、
あ
あ
。
」

工
藤
君
は
そ
う
言
う
と
、
本
を
ソ
フ
ァ
ー
に
置
き
、
こ
ち
ら
に
来
る
と
、
料
理

を
並
べ
る
の
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
。

そ
れ
か
ら
、
２
人
で
同
時
に
席
に
着
く
。

私
と
工
藤
君
は
、
晩
ご
は
ん
を
食
べ
始
め
た
。

コ
ナ
ン
「
お
い
し
い
な
ぁ
、
灰
原
の
料
理
は
。
」

哀
「
／
／
／
あ
、
あ
り
が
と
・
・
・
／
／
／
」

コ
ナ
ン
「
博
士
と
は
大
ち
が
い
だ
ぜ
。
」

工
藤
君
の
言
葉
に
、
私
は
前
に
キ
ャ
ン
プ
し
た
時
の
事
を
思
い
出
し
た
。

博
士
が
切
っ
た
野
菜
は
、
全
部
つ
な
が
っ
ち
ゃ
っ
て
た
っ
け
・
・
・

確
か
に
あ
の
あ
り
さ
ま
で
は
、
工
藤
君
が
文
句
を
言
う
の
も
し
か
た
が
な
い
。
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だ
か
ら
こ
そ
、
私
が
博
士
に
料
理
を
教
え
て
い
る
の
だ
け
ど
・
・
・

い
っ
こ
う
に
上
達
し
な
い
の
よ
ね
・
・
・

コ
ナ
ン
「
あ
れ
じ
ゃ
、
こ
れ
か
ら
先
ど
う
や
っ
て
食
べ
て
く
ん
だ
よ
・
・
・
」

哀
「
ア
、
ア
ハ
ハ
・
・
・
」

私
は
、
苦
笑
い
を
浮
か
べ
て
い
た
。

食
事
も
終
わ
り
、
私
と
工
藤
君
は
交
代
で
お
フ
ロ
に
入
っ
た
。

哀
「
フ
ゥ
・
・
・
ス
ッ
キ
リ
し
た
・
・
・
」

私
が
パ
ジ
ャ
マ
を
来
て
上
が
っ
て
く
る
と
、
工
藤
君
は
も
う
２
階
に
上
が
っ
て

い
た
。

私
も
、
２
階
に
上
が
っ
て
い
く
。

私
は
、
工
藤
君
と
は
別
の
部
屋
に
入
っ
た
。

私
は
ベ
ッ
ド
に
潜
り
込
む
。

哀
「
ふ
あ
ぁ
・
・
・
眠
い
わ
・
・
・
」

私
は
布
団
を
か
ぶ
り
、
眠
り
に
つ
い
た
。

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
裏
口
の
ド
ア
が
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
と
音
を
た
て
、
ド

ア
が
開
い
た
。

開
い
た
ド
ア
か
ら
、
覆
面
を
か
ぶ
っ
た
３
０
代
ぐ
ら
い
の
男
が
入
っ
て
来
た
。

こ
の
男
が
強
盗
な
の
か
は
、
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。

男
は
辺
り
を
見
回
し
、
螺
旋
階
段
の
所
へ
来
た
。

上
か
ら
、
哀
の
眠
り
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。



7

男
は
、
ニ
ヤ
リ
と
笑
み
を
浮
か
べ
る
と
、
２
階
に
上
が
っ
て
い
っ
た
。

男
は
２
階
に
着
く
と
、
『
灰
原
哀
』
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
が
か
か
っ
て
い
る
部

屋
の
ド
ア
を
静
か
に
開
け
た
。

ギ
ィ
・
・
・

男
が
部
屋
に
入
り
込
む
と
、
哀
は
ス
ヤ
ス
ヤ
と
寝
て
い
た
。

哀
「
ス
ー
ス
ー
・
・
・
」

男
は
ニ
ヤ
リ
と
す
る
と
、
ベ
ッ
ド
に
近
づ
い
て
い
く
。

ガ
バ
ッ
！

哀
「
う
っ
！
？
」

哀
が
気
づ
い
た
時
に
は
、
も
う
男
に
口
を
手
で
塞
が
れ
て
い
た
。

哀
「
う
～
、
う
～
！
！
」

哀
は
ジ
タ
バ
タ
と
も
が
い
た
。

「
黙
リ
ナ
。
」

男
は
そ
う
言
う
と
、
ナ
イ
フ
を
哀
に
突
き
つ
け
た
。

哀
「
う
ぅ
・
・
・
」

哀
は
黙
っ
て
し
ま
っ
た
。

男
は
哀
を
持
ち
上
げ
、
そ
の
腕
に
抱
え
た
。

ガ
バ
ッ
！

哀
「
キ
ャ
～
ッ
！
！
」

コ
ナ
ン
「
！
！
」

哀
の
叫
び
声
に
、
コ
ナ
ン
は
す
ぐ
に
反
応
し
た
。

コ
ナ
ン
「
灰
原
！
！
」

コ
ナ
ン
が
部
屋
を
飛
び
出
し
た
時
に
は
、
も
う
哀
は
男
に
抱
え
ら
れ
、
下
に
連

れ
去
ら
れ
て
い
た
。

哀
「
工
藤
君
助
け
て
～
っ
！
！
」

コ
ナ
ン
「
灰
原
ー
っ
！
！
」

コ
ナ
ン
の
必
死
の
追
跡
も
む
な
し
く
、
哀
は
男
に
裏
口
か
ら
連
れ
出
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。



8

コ
ナ
ン
「
灰
原
ー
っ
！
！
」

コ
ナ
ン
は
大
声
を
上
げ
た
が
、
す
ぐ
に
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
哀
の
服
に
は
す
べ
て
、
ボ
タ
ン
型
発
信
機
が
つ
い
て
い
る
か
ら
だ
。

哀
が
遅
く
な
る
事
が
よ
く
あ
る
の
で
、
阿
笠
が
哀
に
内
緒
で
彼
女
の
服
に
つ
け

て
い
た
の
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
洗
う
時
に
は
は
が
し
て
、
洗
い
終
わ
っ
た
後
に
つ
け
る
し
、
服
と

同
じ
色
だ
か
ら
バ
レ
る
ワ
ケ
が
な
い
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
を
依
頼
し
た
の
は
コ
ナ
ン
だ
。

哀
を
愛
す
る
が
ゆ
え
に
。

し
か
し
、
哀
は
こ
の
事
に
ま
っ
た
く
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
幸
い
？

一
方
、
連
れ
去
ら
れ
た
哀
は
、
車
に
押
し
込
め
ら
れ
、
ジ
タ
バ
タ
と
も
が
い
て

い
た
。

哀
「
放
し
て
、
放
し
て
っ
て
ば
！
！
」

男
は
無
言
の
ま
ま
ハ
ン
カ
チ
を
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
取
り
出
す
と
、
ハ
ン
カ
チ
に
ク

ロ
ロ
ホ
ル
ム
を
染
み
込
ま
せ
た
。

哀
「
あ
・
・
・
う
っ
！
！
！
」

哀
が
次
に
叫
び
声
を
上
げ
よ
う
と
し
た
時
に
は
、
も
う
哀
の
口
は
ハ
ン
カ
チ
で

塞
が
れ
て
い
た
。

哀
「
む
ぐ
ぐ
～
！
！
」

哀
は
ジ
タ
バ
タ
と
も
が
い
た
が
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
せ
い
で
身
動
き
が
と
れ
な

い
。

ほ
ど
な
く
、
哀
の
目
は
ト
ロ
ン
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

哀
「
う
ぅ
・
・
・
（
工
藤
君
・
・
・
助
け
て
・
・
・
！
！
）
」

哀
は
気
絶
し
、
グ
ッ
タ
リ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
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哀
「
う
ぅ
～
ん
・
・
・
」

意
識
が
朦
朧
と
す
る
中
、
哀
は
目
を
覚
ま
し
た
。

ま
だ
頭
が
ク
ラ
ク
ラ
す
る
。

あ
の
時
、
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
を
か
が
さ
れ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

立
ち
上
が
ろ
う
と
し
た
哀
は
、
自
分
の
状
態
に
気
が
つ
い
た
。

哀
「
（
手
足
が
動
か
な
い
・
・
・
！
！
）
」

そ
う
・
・
・
哀
の
手
足
は
、
身
動
き
で
き
な
い
よ
う
に
縄
で
グ
ル
グ
ル
巻
き
に

縛
ら
れ
、
ベ
ッ
ド
に
く
く
り
つ
け
ら
れ
て
い
た
の
だ
。

哀
「
ん
ん
っ
！
！
ん
む
ぅ
！
！
」

さ
ら
に
口
に
は
布
が
ガ
ッ
チ
リ
と
巻
か
れ
、
猿
轡
を
さ
れ
て
い
る
。

さ
る
ぐ
つ
わ

哀
「
ん
む
ぅ
！
！
ん
む
ぅ
～
！
！
」

哀
は
ジ
タ
バ
タ
と
も
が
い
た
が
、
ま
っ
た
く
身
動
き
が
と
れ
な
か
っ
た
。

哀
「
う
ぅ
・
・
・
」

哀
が
う
つ
む
い
て
い
る
と
、
哀
を
誘
拐
し
た
男
が
部
屋
の
中
に
入
っ
て
来
た
。

「
気
ガ
ツ
イ
タ
カ
イ
、
オ
嬢
チ
ャ
ン
。
」

哀
「
！
！
（
が
、
外
国
人
・
・
・
！
！
）
」

さ
ら
わ
れ
た
時
は
覆
面
を
か
ぶ
っ
て
い
た
か
ら
気
が
つ
か
な
か
っ
た
が
、
覆
面

が
な
い
今
は
よ
く
わ
か
る
。
こ
の
男
は
、
片
言
の
日
本
語
を
話
す
外
国
人
だ
っ

た
の
だ
。

「
オ
嬢
チ
ャ
ン
、
カ
ワ
イ
イ
ネ
。
私
ハ
コ
ノ
１
週
間
、
ズ
ッ
ト
君
ヲ
見
テ
イ
タ

ン
ダ
ヨ
。
」

哀
は
、
男
の
言
葉
を
聞
い
て
、
や
っ
と
わ
か
っ
た
。

こ
こ
１
週
間
哀
が
感
じ
て
い
た
視
線
は
、
こ
の
外
国
人
の
も
の
だ
っ
た
の
だ
。

「
私
ハ
君
ヲ
ズ
ッ
ト
見
テ
イ
タ
。
君
ハ
カ
ワ
イ
ク
テ
シ
ョ
ウ
ガ
ナ
イ
。
私
ハ
君

ガ
欲
シ
イ
ン
ダ
。
」

哀
は
、
ビ
ク
ッ
と
な
っ
た
。

哀
「
（
そ
、
そ
れ
、
ど
う
い
う
事
・
・
・
？
ま
さ
か
、
こ
の
人
、
ロ
リ
コ
ン
な

の
！
？
）
」

ロ
リ
コ
ン
と
は
、
ロ
リ
ー
タ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
。
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お
も
に
大
人
が
、
幼
女
を
性
愛
の
対
象
に
す
る
事
や
、
そ
の
行
為
を
す
る
人
の

事
を
指
す
言
葉
だ
。

さ
ら
に
こ
の
男
は
、
外
国
人
・
・
・

あ
の
占
い
師
が
言
っ
た
『
や
が
て
海
の
向
こ
う
か
ら
災
い
が
や
っ
て
来
る
』
と

は
、
こ
の
人
の
事
だ
っ
た
の
だ
。

し
か
も
、
ロ
リ
コ
ン
の
気
が
あ
る
外
国
人
・
・
・

哀
は
、
体
が
ふ
る
え
る
。

自
分
が
こ
の
男
に
さ
ら
わ
れ
て
か
ら
、
け
っ
こ
う
時
間
が
た
っ
て
い
る
の
に
、

こ
の
男
は
身
代
金
を
要
求
す
る
電
話
を
か
け
て
は
い
な
い
。

身
代
金
目
的
で
は
な
い
の
な
ら
、
残
る
可
能
性
は
２
つ
し
か
な
い
。

最
初
か
ら
哀
を
殺
す
気
か
、
哀
を
襲
う
目
的
で
誘
拐
し
た
か
の
ど
ち
ら
か
だ
。

哀
「
ん
っ
・
・
・
ん
ん
・
・
・
」

「
オ
嬢
チ
ャ
ン
、
ヤ
ッ
パ
リ
カ
ワ
イ
イ
ネ
。
私
ハ
君
ガ
欲
シ
イ
。
モ
ウ
君
ハ
、

私
ノ
物
ダ
・
・
・
」

男
は
、
ジ
リ
ジ
リ
と
哀
に
近
づ
い
て
く
る
。

哀
「
（
イ
ヤ
・
・
・
イ
ヤ
ァ
・
・
・
）
」

「
ソ
ン
ナ
ニ
怖
ガ
ラ
ナ
ク
テ
モ
イ
イ
ン
ダ
ヨ
。
イ
ウ
事
ヲ
聞
イ
テ
ク
レ
レ
バ
、

チ
ャ
ン
ト
帰
シ
テ
ア
ゲ
ル
カ
ラ
ネ
・
・
・
」

男
は
、
今
ま
さ
に
哀
が
縛
ら
れ
て
い
る
ベ
ッ
ド
に
上
が
ろ
う
と
し
て
い
る
。

哀
は
、
泣
き
そ
う
に
な
っ
た
。

哀
「
（
工
藤
君
・
・
・
助
け
て
ぇ
！
！
！
）
」

男
が
哀
に
襲
い
か
か
ろ
う
と
し
た
ま
さ
に
そ
の
時
、
部
屋
の
ド
ア
が
吹
っ
飛
ん

だ
。

「
ガ
ッ
・
・
・
！
！
」

男
は
あ
っ
け
な
く
吹
っ
飛
ば
さ
れ
る
。

コ
ナ
ン
「
灰
原
！
！
」

コ
ナ
ン
が
中
に
入
っ
て
き
た
。

哀
「
（
工
藤
君
・
・
・
！
！
）
」

コ
ナ
ン
は
哀
に
駆
け
寄
る
と
、
哀
を
縛
っ
て
い
た
縄
を
解
い
た
。

コ
ナ
ン
「
灰
原
、
大
丈
夫
か
？
」
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哀
は
涙
が
出
て
き
た
。

哀
「
工
藤
君
～
っ
！
！
」

哀
は
コ
ナ
ン
に
抱
き
つ
き
、
泣
き
出
し
た
。

哀
「
え
～
ん
、
え
～
ん
・
・
・
工
藤
君
・
・
・
怖
か
っ
た
よ
ぉ
・
・
・
」

コ
ナ
ン
「
も
う
大
丈
夫
だ
か
ら
ね
、
灰
原
・
・
・
」

そ
の
後
、
コ
ナ
ン
の
通
報
に
よ
り
、
男
は
未
成
年
者
誘
拐
罪
で
警
察
に
逮
捕
さ

れ
た
。

男
の
動
機
は
、
こ
こ
一
週
間
ほ
ど
哀
を
監
視
し
て
い
て
、
哀
を
自
分
の
物
に
し

た
か
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。

そ
の
夜
、
阿
笠
邸

哀
は
コ
ナ
ン
と
一
緒
に
ベ
ッ
ド
で
寝
て
い
た
。

コ
ナ
ン
「
ど
う
し
た
ん
だ
よ
、
灰
原
？
オ
レ
の
ベ
ッ
ド
に
潜
り
込
ん
で
き
て
・
・

・
」

哀
「
だ
っ
て
・
・
・
」

コ
ナ
ン
「
安
心
し
ろ
、
も
う
オ
マ
エ
を
怖
い
目
に
は
あ
わ
せ
な
い
か
ら
・
・
・
」

コ
ナ
ン
が
そ
う
言
っ
て
哀
の
方
を
向
く
と
、
哀
は
ス
ヤ
ス
ヤ
と
寝
て
い
た
。

コ
ナ
ン
「
た
く
、
さ
っ
さ
と
寝
や
が
っ
て
・
・
・
」

コ
ナ
ン
が
寝
返
り
を
打
つ
と
、
哀
は
笑
っ
た
。

哀
「
（
こ
れ
か
ら
も
私
を
守
っ
て
ね
・
・
・
王
子
様
・
・
・
）
」
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（
後
書
き
）

こ
の
お
話
は
、
名
探
偵
コ
ナ
ン
特
別
編
２
３
巻
の
『
的
中
占
い
師
の
謎
』
の
後

日
談
の
お
話
で
す
。

先
に
特
別
編
を
読
む
と
、
も
っ
と
楽
し
め
る
か
と
思
い
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

怖い占い、その後に
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